
① 学校周辺の一方通行道路 令和５年度
パークホームズから学校へ向かう一方通行の場所で通
学路側に止まれがあるが、車側にはないので、スピード
を落とさず直進しており、危険。

○児童に対して、横断歩道を渡る際に、車が止まるように、横断歩道の近くに立つように指導
する。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。
〇通学路側の標識（左右確認）の取り替えを要望する。
⇒道路課で取り替えを行いました。
〇歩行者用ストップマークの再塗装を要望する。
⇒道路課で再塗装を行いました。
○交差点内のカラー塗装を要望する。
⇒道路課でカラー塗装を行いました。

② 学校周辺のS字になっている道路 令和５年度
学校から立川女子高に向かうS字の場所が、自転車が
多く危ない。

〇標識（注意　事故多し）を撤去し、近くの効果的な場所への付け替えを要望する。標識の文
章についても、「スピード落とせ」に変更を要望する。
⇒道路課で「スピード落とせ」看板を効果的な場所へ設置しました。
○自転車用ストップマークの再塗装を要望する。学童のある南側の箇所に自転車用ストップ
マークの塗装を要望する。
⇒道路課で再塗装を行いました。

③ 学校周辺の歩道橋と信号がある交差点 令和５年度

金田スイミングプールの側の歩道側信号が青が短くわ
たり切れない。また、金田スイミングスクールの駐車場
と面しており、下校時とスイミングの車での送り迎えの
時間と重なり、注意が必要である。（ちなみに、通学路
は歩道橋だが、習い事ではみんな信号を渡るため。
プール、テニス、サッカー、体操、ららぽーと内での習い
事など、五小児童がここを通過して通う場所は数多くあ
る。）

〇金田スイミングプールの側の横断歩道の幅が基準より長いため、歩行者が車と衝突する危
険がある。そのため、横断歩道の幅を短くしてもらえるように要望する。
⇒立川警察より現地を確認し、横断歩道の幅を短くしました。
〇金田スイミングプールの側の歩道側信号について、切り替わりの間隔を長くしてもらえるよう
に要望する。
⇒立川警察より現地を確認し、検討した結果、信号機の切り替わりの間隔については間隔を
長くすると渋滞が懸念されることから今回は対策をせず、経過観察することとしました。

④ 通学路で車の抜け道になっている箇所 令和５年度
クリエイト横いなげや裏は車の抜け道になっており、交
通量が多く、危険。

〇児童に対して、登校時には右側を歩き、横断歩道を渡って、歩道橋へ行くように指導する。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。
○児童に対して、横断歩道を渡る際には、車が止まるように、横断歩道の近くに立つように指
導する。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。

⑤ 通学路で車がスピードを出す箇所 令和５年度 車がスピードを出しており、危険。
〇当該箇所に車がスピードを落とすようにするための注意喚起の標識を１～２台設置するよう
に要望する。
⇒道路課で注意喚起看板を１台設置しました。

⑥ 立川五小北交差点のスクールゾーン入口 令和５年度

当該箇所は車の通りが多い場所であるが、スクール
ゾーンの入口であることをを示す路面標示が薄れてお
り、スクールゾーンとなる時間帯であっても、車が侵入し
てくる恐れがある。

〇スクールゾーンを示す路面標示の再塗装を要望する。
⇒道路課で再塗装を行いました。

学校周辺スクールゾーン 令和２年度
・スクールゾーンの存在が知られておらず、ウマ出しも
行われていない。

○五小周辺のスクールゾーンの場所を教えてもらう。
⇒立川警察署より情報提供を受け、学務課でR4版地域安全マップに追記しました。
⇒五小北交差点のスクールゾーンは再塗装を予定しております。

芋窪街道～パークホームズ立川～小学校正門 令和２年度
・横断歩道、路側帯、学校前歩道が逆方向にあり、路側
帯の通行に固執すると道路を２回横断する必要があり、
自転車との接触のリスクが増える。

○児童に対し、注意喚起を行う。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。
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